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高等部３年池田さん作成 「聴覚障がい者理解啓発パンフレット」 

高等部３年の池田理奈さんが、2020年４月に愛媛大学主催

の社会共創コンテスト２０２０研究探求部門で、準グランプリを

獲得しました。池田さんは、「誰もが暮らしやすい社会の実現に

向けて －聴覚障がい者の視点から、意識調査を通してー」を

テーマに、障がい者と健常者の間にある壁を少しでも解消する

ことを目的として、障がいについて、正しい理解を広げるため

の意識調査と、その結果を基にした啓発パフレットの作成を行

いました。 

池田さんが作成したパンフレットには、健常者が聴覚障がい

者に対して抱きやすい誤解が解消されるよう、丁寧に解説され

ています。学校だけでなく、身近な方にも紹介し、聴覚障がい者

についての理解を拡げていきましょう。 
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第３回学校公開・講演会・特別支援教育研修会 

２月６日（土）の学校公開に合わせて、医療法人聖光会鷹ノ子病院

耳鼻咽喉科の医師狩野拓也氏による講演会と特別支援教育研修会

を実施しました。 

中学部・高等部生徒対象の講演会では、「誰かを支える君たちへ」

というテーマで、幼少時代から大学入学までの学習の仕方や、コミュ

ニケーション方法、バレーボールとの出会い等の体験をもとに生徒た

ちに分かりやすくお話していただきました。また、以前に生徒が質問

したことをもとに「障がいがあることと学力は関係がないこと」、「仕

事に就く上での大切なこと」「やる前から限界を決めないこと」等、分

かりやすくお話していただきました。参加した生徒からは、「働く上

で、報告・連絡・相談が大事だと分かりました。自分も報告・連絡・相

談をきちんと出来るようになりたいです。」の感想が聞かれました。 

特別支援教育研修会では、教職員や保護者、地域の学校の先生方

を対象の研修会を開催しました。「聴覚障がいのある医師 狩野拓

也」というテーマで難聴について、難聴によるコミュニケーションの

困難、医師としての聴覚障がい教育に求められることなどについて

お話をしていただきました。また、自分自身も聴覚障がいであるこ

と、人工内耳装用者となった自分の在り方についても紹介していた

だきました。参加者にとって今後の教育活動に役立つ内容が多く、大

変勉強になる貴重な研修会でした。 

狩野先生、ご多忙にもかかわらず、私たちのために貴重な時間を

いただき、本当にありがとうございました。 

 

バーチャル文化祭 ２０２０ 作品展 

松山聾学校、幼児児童生徒の、図工・美術作品や造形作品を

展示しています。コロナ禍の中、今後、ネット上で、展示の様子

を動画で見られるように準備中です。是非、ご覧ください。 

 

場 所 

 愛媛県視聴覚福祉センター３階フロア 

 （松山市本町６丁目 11-５） 

 

会 期 

 令和３年２月１５日(月)～３月１５日(月) 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

100                     2021.3 

（５） 

書籍の紹介 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

100                     2021.3 

（６） 

 

日本語の習得をめざした日本語学習ドリル 

みるみる日本ご みるくとくるみの大ぼうけん 

 

 ろう・難聴児は、耳から得る情報が少なく、自然な言語習得に困難を 

きたします。単語レベルでいうと、「かぼちゃ」が正しくききとれず、「か 

ぼさ」と書いたり、「わらう」と「あらう」が同じようにきこえたりします。 

 国語文法の自然な習得も難しく、「いすに座る」→「いすを座る」「字を書いた」→「字を書きた」「楽しか

った」→「楽しいかった」と書いてしまう等、助詞使用や動詞・形容詞などの活用変化を身につけさせる

ためには、適切な教材と指導者の高い専門性が求められます。 

 このドリルでは子どもたちの日本語学習に活用できるよう、広い視野に立って精選しつつ演習を進め

ました。 

 さまざまなニーズをもつ子どもたちが、日本語を楽しく学習できる、青・黒の２色刷、わかりやすいイラス

トが満載のドリルです。 

中学生・高校生・オトナのための日本語ドリル 

みるみる日本語 ＭＩＲＵＫＵとＫＵＲＵＭＩの大航海 

きこえない先生からの贈り物  

日本語への苦手意識をなくそう！ 

         日本語のおもしろさを知ろう 

【特徴】 

① 日本語の語彙や読みから入り、慣用句等が楽しく学べる。 

多くのページに直感的理解を促すイラストが入っている。 

② 「～ないことはない」といった二重否定、ビジネスマナーに 

直結した敬語の理解を重点的に取り上げた。 

③ 物語、説明文など文を多角的に捉え、読む力（トップダウン）、豊かな文を各力を伸ばすリテラシ

ーを重視。 

④ 人に話しかけるときは、「すみませんが」といった言葉のワンクッションが大切なこと、メールや手

紙の書き方を実践的に学ぶなど、ソーシャルスキルの学習に多くのページが割かれている。 

 この二つの書籍は、発音発語室の廊下にありますので、興味のある方は、ぜひ一読ください。 

おかげさまで、「みみちゃん」は１００号をむかえました。 

１号から振り返ってみると、本校の学校行事、聴覚障がいに関する情報

や機器などが数多く掲載されています。補聴器が小さくなったり、情報機

器が便利になったり……時代は変わっていくものだとしみじみ思います。

しかし、時代は変わっても松山聾学校の教育に対する熱い想いは変わって

いないことも、同時に実感しました。「みみちゃん」は、発音発語室にありま

すので、興味のある方は、自立・連携課までお問い合わせください。 
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